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通常総会では、ネットワークを１､０００グループ２万人に拡大することなど、下記の
新年度方針が決定されました。

また役員選任でＮＰＯ緑の会から恒川敏江理事長が運営委員（関東東部地区ネッ
トリーダー/茨城、千葉）、吉澤文五郎氏が運営委員（善循環の輪代表世話人補佐、
広報担当リーダー）に選任されました。

日本橋川浄化作戦平成１９年度事業計画
（１）重点政策

① 「資源循環型社会の構築と有機農業の推進」、「河川、湖沼、海の浄化」、「Ｅ
Ｍ関連商品の開発と普及」などを発展させる。

② 「善循環の集い」のネットワークづくりに取り組む。
昨年達成した 519 グループ（約１５万人）の輪を、1000 グループ（約２５万人）
に拡大する。

③ 平成１７年に「大阪道頓堀川の浄化」、平成１８年には「お江戸日本橋川の浄
化」がスタートした。これを成功させ、ＥＭ技術を国や地方行政に認めさせる
よう努力する。

④ ＥＭ技術（商品）の企業へのチャネル開拓に努力する。
（２）「善循環の輪」について

① 全国各地で環境問題に取り組んでいるグループが、「横のつながりを強め、
情報交換をし、助け合う」ネットワークにしていく。目標は 2000 グループ、５０
万人のネットワーク。本年は、７県(奈良､京都､島根(西部)､宮城､山口､熊本､
栃木)で集いを開催する。

② その組織態勢を強化するため、各県毎に世話人(リーダー)を選定し、グルー
プの支援活動を実施する。

（３）Ｕ―ネット九州支部“九州ＥＭネットワーク”づくりについて
ネットワークの拡大に対応して、将来の支部制を念頭に本年は九州支部をモデ
ルとして設置する。

ＮＰＯ地球環境共生ネットワーク第８回通常総会
平成１９年３月１０日東京港区友愛会館で開催

講演中の比嘉会長

議長を務める浜口運営委員長

新しく就任した岩井事務局長

●つくり方
１．ペットボトルにご飯と水２㍑を入れ、ＥＭ１、50cc を加えて密閉

する。それを暖かい場所に置いて、夏場は３週間、冬場は１ヶ
月程度寝かしておくと、ご飯が醗酵して天然アルコールができ
る（甘いにおいがする）。

２．屋外でポリ容器または漬物の樽に１．を入れ苛性ソーダ 450ｇ
を加えてゆっくりかき混ぜる。手や衣服に付かないよう注意す
る。このとき､白い煙がでるが､吸い込まないように気をつける。
容器が相当熱くなる。

３．熱が冷め始めるまでかき混ぜ続ける。少し冷めてきたら、廃油
２.７㍑を加えてよくかき混ぜ2日くらい寝かせる。これは強アル
カリ性なので直接触れないこと。

４．３．に熱湯または沸騰させた米のとぎ汁醗酵液を入れ、かき混
ぜる。

５．１日１回位かき混ぜ、３～６日でゼリー状になれば出来上が
り。ゼリー状になれば手で触れても良い。

●使い方
原液は濃いので、うすめて使う。うすめる時にも米のとぎ汁発
酵液を使うと良い。
希釈倍率の目安
☆浴用（髪、体）・・・５０倍 ☆食器等台所用・・８倍
☆床ふき・・・・・・・・３０倍 ☆洗濯用・・・・・・・･４倍液１カップ
☆換気扇掃除・・・・・４倍

[★このレシピは埼玉の島田さん提供のものです。]

●用意するもの
▲ペットボトル・・容量 1.５㍑

▲残りご飯・・・・どんぶり１杯（５百 g 前後）
▲ＥＭ１・・・・・50cc
▲水・・・・・・・２㍑

▲ポリ容器または漬物の樽・容量 20 ㍑以上のもの

▲かくはん棒・・・１ｍ位のもの（木製）

▲苛性ソーダ・・・450ｇ（薬局で購入）

写真付身分証明書・印鑑が必要

▲食用油の廃油・・２.７㍑
▲熱湯・・・・・・10 ㍑ 米のとぎ汁ＥＭ発酵液を

沸騰させたものならさらに良い

●ＥＭ廃油石けんの作りかた ” ‚Ή̈́ ’ Ὼ ” ῌ  ₁₀ ‚ ―̈̓́
₁̔ ⁯₀  ‴ ‍͂   ‖„ ” ‖Ή↨≥└ ₁̔ῌ” ⁯ ₀  ‴ ͂

石けんづくり。右は講師の吉田さん


